




























2006年 7月に, 江戸川大学の 1年次在学生を対象に実施した, 学生相談室利用に関する調査の結果を報告す
る｡ この時期は, 学生相談室の利用状況が停滞しており, 機能的なシステムの構築を模索している時期であった｡
本調査では, 学生相談室の存在の認知度や, 利用実態, 利用に関する志向性を明らかにした｡ 学生相談室の認知
度については, 存在を知っている学生は, 全体の 70％程度にとどまり, 利用率については 5％を切っていた｡ ま
た, 積極的な利用への意向については, ｢利用したい｣ との解答は 1割強にとどまっていた｡ ただし, 悩み事が





江戸川大学 人間心理学科准教授 臨床心理学 Figure1 2002年から2006年の1日あたりの平均予約件数
















目 ｢基礎ゼミナール｣ 担当教員による配付, 実施,
回収とした｡
調査時期
質問紙の実施は, 2006年 6月下旬から 7月上
旬にかけてであった｡
調査対象者
江戸川大学 1年生 322名であり, 回答者内訳は,



















人間心理学科 71 53.5％ ( 38) 46.5％ ( 33)
ライフデザイン学科 53 73.6％ ( 39) 26.4％ ( 14)
経営社会学科 43 72.1％ ( 31) 27.9％ ( 12)
マス・コミュニケーション学科 98 56.1％ ( 55) 43.9％ ( 43)
情報文化学科 36 75.0％ ( 27) 25.0％ ( 9)





男子 190 64.7％ 35.3％
女子 111 73.9％ 26.1％
全体 301 68.1％ 31.9％
Table 4 学科別にみた認知度
 知っている 知らない
人間心理学科 85 77.6％ 22.4％
ライフデザイン学科 55 60.0％ 40.0％
経営社会学科 45 71.1％ 28.9％
マス・コミュニケーション学科 100 59.0％ 41.0％
情報文化学科 37 86.5％ 13.5％
全 体 322 68.9％ 31.1％
Table 1 各年度の開室状況とカウンセラーの数
01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
開 室 日 週 1日 週 1日 週 2日 週 2日 週 4日 週 4日 週 3日 週 5日 週 5日
相談員人数 1名 1名 2名 2名 4名 4名 2名* 3名 3名
*2007年度後期から 3名 (うち, 1名は看護師), 2008年度後期は 4名｡
学生相談室の利用経験について, 性別, 学科別






たことがあるかどうか, ) 今後, 機会があれば
利用したいと思うかどうか, の 3つの設問を設け
て尋ねた｡ はじめに, 学生相談室を ｢利用したい｣
と思ったことがあるかどうかに関する結果を性別,





男子 186 1.6％ 98.4％
女子 111 6.3％ 93.7％
全体 297 3.4％ 96.6％
Table 6 学科別にみた利用経験の有無
 ある ない
人間心理学科 84 8.3％ 91.7％
ライフデザイン学科 54 0.0％ 100.0％
経営社会学科 42 0.0％ 100.0％
マス・コミュニケーション学科 100 2.0％ 98.0％
情報文化学科 37 2.7％ 97.3％
全 体 317 3.2％ 96.8％
Table 9 性別にみた ｢利用したい｣ と思った
経験の有無への回答
 ある ない
男子 190 13.2％ 86.8％
女子 110 21.8％ 78.2％
全体 300 16.3％ 83.7％
Table 10 学科別にみた ｢利用したい｣ と思った
経験の有無への回答
 ある ない
人間心理学科 85 31.8％ 68.2％
ライフデザイン学科 55 10.9％ 89.1％
経営社会学科 45 8.9％ 91.1％
マス・コミュニケーション学科 100 12.0％ 88.0％
情報文化学科 36 13.9％ 86.1％
全 体 321 16.8％ 83.2％
Table 7 性別にみた利用回数
 0回 1回 2回 4回 5回 6回 8回
男子 184 97.8％ 1.1％ 0.5％ 0.0％ 0.5％ 0.0％ 0.0％
女子 109 92.7％ 3.7％ 0.0％ 0.9％ 0.9％ 0.9％ 0.9％
全体 293 95.9％ 2.0％ 0.3％ 0.3％ 0.7％ 0.3％ 0.3％
Table 8 学科別にみた利用回数
 0回 1回 2回 4回 5回 6回 8回
人間心理学科 82 91.5％ 2.4％ 1.2％ 1.2％ 1.2％ 1.2％ 1.2％
ライフデザイン学科 54 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
経営社会学科 41 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
マス・コミュニケーション学科 99 97.0％ 2.0％ 0.0％ 0.0％ 10.0％ 0.0％ 0.0％
情報文化学科 36 94.4％ 5.6％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
全 体 312 96.2％ 1.9％ 0.3％ 0.3％ 0.6％ 0.3％ 0.3％
次に, ｢利用しにくい｣ と思ったことの有無に








性別, 学科別に結果をまとめたところ, Table 15
から 18のようになった｡
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Table 11 性別にみた ｢利用しにくい｣ と思った
経験の有無
 ある ない
男子 186 32.3％ 67.7％
女子 107 44.9％ 55.1％
全体 293 36.9％ 63.1％
Table 12 性別にみた ｢利用しにくい｣ と思った
経験の有無
 ある ない
人間心理学科 84 50.0％ 50.0％
ライフデザイン学科 54 24.1％ 75.9％
経営社会学科 44 29.5％ 70.5％
マス・コミュニケーション学科 96 34.4％ 65.6％
情報文化学科 36 44.4％ 55.6％
全 体 314 37.3％ 62.7％
Table 13 性別にみた今後の利用希望
 ある ない
男子 153 66.0％ 34.0％
女子 80 76.3％ 23.8％
全体 233 69.5％ 30.5％
Table 14 性別にみた今後の利用希望
 ある ない
人間心理学科 62 77.4％ 22.6％
ライフデザイン学科 46 65.2％ 34.8％
経営社会学科 37 73.0％ 27.0％
マス・コミュニケーション学科 81 67.9％ 32.1％
情報文化学科 22 50.0％ 50.0％
全 体 248 69.0％ 31.0％
相談室へのネガティブな印象への理由
























男子 186 22.6％ 5.9％ 12.9％ 3.2％ 14.0％ 5.9％ 7.5％ 5.9％
女子 108 28.7％ 3.7％ 22.2％ 3.7％ 16.7％ 2.8％ 9.3％ 5.6％
全体 294 24.8％ 5.1％ 16.3％ 3.4％ 15.0％ 4.8％ 8.2％ 5.8％
























人間心理学科 84 31.0％ 4.8％ 20.2％ 6.0％ 15.5％ 4.8％ 10.7％ 9.5％
ライフデザイン学科 54 14.8％ 3.7％ 14.8％ 1.9％ 14.8％ 1.9％ 5.6％ 5.6％
経営社会学科 45 17.8％ 2.2％ 6.7％ 0.0％ 13.3％ 8.9％ 6.7％ 0.0％
マス・コミュニケーション学科 96 29.2％ 7.3％ 17.7％ 3.1％ 9.4％ 6.3％ 10.4％ 6.3％
情報文化学科 36 27.8％ 8.3％ 16.7％ 2.8％ 27.8％ 0.0％ 2.8％ 2.8％
全 体 315 25.4％ 5.4％ 16.2％ 3.2％ 14.6％ 4.8％ 8.3％ 5.7％
｢利用しにくい｣ 理由に関する回答のうち ｢そ
























男子 190 46.3％ 53.7％
女子 109 64.2％ 35.8％
全体 299 52.8％ 47.2％
Table 20 学科別にみた悩み事の有無
 ある ない
人間心理学科 85 60.0％ 40.0％
ライフデザイン学科 55 58.2％ 41.8％
経営社会学科 43 55.8％ 44.2％
マス・コミュニケーション学科 100 50.0％ 50.0％
情報文化学科 37 37.8％ 62.2％
全 体 320 53.4％ 46.6％














男子 61 32.8％ 19.7％ 4.9％ 4.9％ 27.9％ 6.6％
女子 25 32.0％ 24.0％ 8.0％ 4.0％ 12.0％ 20.0％
全体 86 32.6％ 20.9％ 5.8％ 4.7％ 23.3％ 10.5％
















人間心理学科 12 41.7％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 8.3％ 16.7％
ライフデザイン学科 21 47.6％ 14.3％ 4.8％ 4.8％ 19.0％ 0.0％
経営社会学科 11 36.4％ 54.5％ 18.2％ 18.2％ 27.3％ 18.2％
マス・コミュニケーション学科 36 36.1％ 11.1％ 8.3％ 5.6％ 19.4％ 13.9％
情報文化学科 12 8.3％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 41.7％ 0.0％
全 体 92 35.9％ 20.7％ 6.5％ 5.4％ 21.7％ 9.8％
次に, 悩み事の内容を性別, 学科別でみたとこ
ろ, Table 21, 22に示したようになった｡
悩み事の内容について, ｢その他｣ の回答には,
｢海外研修のこと｣ ｢楽しいことがない｣ ｢金｣ ｢自
分について｣ ｢心の病気｣ ｢生きている意味がわか




普段, 悩みを相談する相手として, 性別, 学科
別に結果をみたところ, Table 23, 24のように
なった｡
普段の悩み事の相談相手として ｢その他｣ を選


















男子 190 25.4％ 10.5％ 20.0％ 7.4％
女子 109 38.5％ 19.3％ 33.0％ 15.6％












人間心理学科 85 28.6％ 17.6％ 35.3％ 15.3％
ライフデザイン学科 55 36.4％ 16.4％ 18.2％ 12.7％
経営社会学科 43 39.5％ 11.6％ 27.9％ 0.0％
マス・
コミュニケーション学科
100 31.0％ 13.0％ 28.0％ 10.0％
情報文化学科 37 13.5％ 10.8％ 10.8％ 8.1％
全 体 320 30.4％ 14.4％ 26.3％ 10.3％
Table 25 利用意向と利用経験のクロス集計
 利用経験有 利用経験無
利用希望経験有 54 18.5％ 81.5％
利用希望経験無 262 0.0％ 100.0％
利用しにくさ有 116 2.6％ 97.4％
利用しにくさ無 193 3.1％ 96.9％
Table 23 性別にみた悩み事の相談相手
 相談しない 友人 恋人 家族 教員 カウンセラー 医師 その他
男子 184 27.2％ 68.3％ 7.1％ 32.1％ 4.3％ 0.5％ 0.5％ 1.6％
女子 110 19.1％ 74.5％ 20.9％ 48.2％ 4.5％ 3.6％ 2.7％ 0.9％
全体 294 24.1％ 70.6％ 12.2％ 38.1％ 4.4％ 1.7％ 1.4％ 1.4％
Table 24 学科別にみた悩み事の相談相手
 相談しない 友人 恋人 家族 教員 カウンセラー 医師 その他
人間心理学科 84 22.6％ 66.3％ 11.9％ 35.7％ 4.8％ 3.6％ 3.6％ 1.2％
ライフデザイン学科 54 18.5％ 79.6％ 16.7％ 40.7％ 5.6％ 0.0％ 1.9％ 0.0％
経営社会学科 41 9.8％ 80.5％ 19.5％ 51.2％ 4.9％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
マス・コミュニケーション学科 100 26.0％ 73.0％ 8.0％ 34.0％ 4.0％ 2.0％ 1.0％ 2.0％
情報文化学科 36 38.9％ 47.2％ 8.3％ 30.6％ 2.8％ 0.0％ 0.0％ 2.8％





次に, 悩み事の有無と, ) 利用経験, ) 利
用したいと思った経験, ) 利用しづらいと感じ
た経験, ) 今後の利用への希望についてクロス
集計を行ったところ, Table 271から 274のよ
うになった｡























悩み事有 168 5.4％ 94.6％
悩み事無 147 0.7％ 99.3％
Table 272 悩み事の有無と過去の利用希望
 利用希望経験有 利用希望経験無
悩み事有 170 25.3％ 74.7％
悩み事無 149 7.4％ 92.6％
Table 271 悩み事の有無と利用しづらさ
 利用しにくさ有 利用しにくさ無
悩み事有 166 50.6％ 49.4％
悩み事無 146 22.6％ 77.4％
Table 271 悩み事の有無と今後の利用希望
 今後の利用希望有今後の利用希望無
悩み事有 136 71.3％ 28.7％
悩み事無 112 66.1％ 33.9％
Table 28 悩みの内容と利用経験
 利用経験有 利用経験無
進路や勉強のこと 96 4.2％ 95.8％
身体のこと 46 6.5％ 93.5％







進路や勉強のこと 82 74.4％ 25.6％
身体のこと 37 70.3％ 29.7％
人との関係のこと 65 67.7％ 32.3％
Table 26 利用意向と利用経験のクロス集計
 0回 1回 2回 4回 5回 6回 8回
利用希望経験有 53 81.1％ 7.5％ 1.9％ 1.9％ 3.8％ 1.9％ 1.9％
利用希望経験無 258 99.2％ 0.8％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
利用しにくさ有 114 96.5％ 1.8％ 0.0％ 0.0％ 1.8％ 0.0％ 0.0％










る学生は 2割に満たなかった｡ 性別でみても, 男
子学生が 1割強, 女子学生が 2割強と, やや女子
学生の方が ｢利用したい｣ と思ったことのある学






ついては, 全体では 4割弱, 性別でみると, 男子
が 3割強, 女子が約 45％という結果で, やや違





















































と回答しており, 性別でみると, 女子の 6割が悩
み事があると回答していた｡ 学科別でみても, こ
の傾向に大きな違いは見られなかった｡ ただし,




こと｣, ｢身体のこと｣, ｢人との関係のこと｣, ｢そ
の他｣ の中では, ｢進路や勉強のこと｣ を選択し
た学生が最も多く, 続いて ｢人との関係のこと｣














と, 男女ともに, ｢友人｣ がトップで, 続いて
｢家族｣ となっている｡ ただ, この次が男女で異
なっており, 女子の場合, ｢友人｣ ｢家族｣ に次ぐ

































で, 学生, 教員双方への広報活動とした｡ このこ
とで, カウンセラーの ｢顔が見える｣ 状態になり,
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Figure 3 2006年度以降の相談回数
